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今
年
も
、
も
う
間
も
な
く
梅
雨

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

後
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
続
き
風
水

害
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
日
頃
の
備
え
は
で
き

て
い
ま
す
か
？

　
最
近
は
、
南
海
地
震
に
関
す
る

報
道
も
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
今
か
ら
約

40
年
の
間
に
、
お
よ
そ
40
％
の
確

率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
地
震
発
生
周

期
は
統
計
上
、
お
よ
そ
100
年
〜
150

年
間
隔
で
起
こ
っ
て
い
て
、
昭
和

の
南
海
地
震
か
ら
は
、
お
よ
そ
60

年
。
つ
ま
り
、
あ
と
40
年
ほ
ど
で

統
計
上
で
の
サ
イ
ク
ル
、
100
年
に

達
す
る
訳
で
す
。

　
さ
ら
に
、
次
の
南
海
地
震
は
、

平
成
14
年
３
月
に
高
知
県
が
作
成

し
た
、
第
２
次
高
知
県
津
波
防
災

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
と
、
昭

和
の
南
海
地
震
を
遙
か
に
上
回
る

規
模
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
の
主
振
動
は
約
100

秒
間
続
き
、
さ
ら
に
、
揺
れ
に
伴

う
津
波
の
襲
来
な
ど
に
よ
り
甚
大

な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
南
海
地
震
と
の
同
時
発

生
の
恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
は
周
期
的
に
必
ず
起
こ
る

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

写真：成合（国道32号線：1998豪雨災害）

避難するときは・・

災
害
に
備
え
て
再
点
検
を
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■災害が起きた場合、避難を余儀なくされることがあります。
　救援が来るまでの間、対処できるように非常用持ち出し袋
　を準備しておきましょう。
　　最近は、手軽にお店で手に入るので、家族の人数や状況
　などに応じた量を準備すると良いでしょう。
�非常用持ち出し袋（「リュックサック」のような背負え
　るもの）の中身の例
・飲料水（一人一日３Ｌ程度が目安といわれています）
・食　料（乾パン・缶詰めなど日持ちする物）
・衣料品（最小限度の量の確保）
・日用品（タオル・石けんなど）
・懐中電灯や携帯ラジオ（予備の電池も）
・医薬品（絆創膏・ガーゼ・消毒薬など）
・紐　靴（避難の際は着用のこと）
・貴重品（現金など）
・その他（缶切り・スプーンなど）

■日常使っている道路（特に住宅密集地）は、被災直
　後は、倒壊家屋等で通行が困難になることが予想さ
　れます。日頃から、避難場所に至る経路について調
　べておきましょう。
�避難路には、地域の特性や環境を考慮し、危険度の
　少ない道を使いましょう。
�車での避難はできるだけ避けて、もし乗車中に地震
　に遭遇した時は、左端に停車し鍵は付けたまま、徒
　歩で避難しましょう。
�避難の際は、近隣の方とも協力し合い、声をかけあ
　いながら集団で行動しましょう。
＊各地域で避難場所に至る経路などについて話し合い
　をもたれることをお勧めします。

屋
外
対
策

　
▽
不
安
定
な
屋
根
の
う
え
の
ア
ン
テ
ナ
や

　
　
太
陽
熱
温
水
器
は
補
強
を
し
て
お
き
ま

　
　
し
ょ
う
。

　
▽
落
下
の
危
険
性
を
避
け
る
た
め
、
ベ
ラ

　
　
ン
ダ
な
ど
の
高
所
に
は
植
木
や
鉢
は
極

　
　
力
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
基
礎
や
鉄
筋
が
な
い
簡
易
な
塀
な
ど
は

　
　
補
強
を
し
、
避
難
路
を
阻
害
す
る
こ
と

　
　
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

屋
内
対
策

　
▽
出
火
時
の
初
期
消
火
に
有
効
な
消
火
器

　
　
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
▽
窓
ガ
ラ
ス
は
、
割
れ
た
と
き
の
飛
散
防

　
　
止
に
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
な
ど
の
処
置
を

　
　
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
▽
本
棚
や
タ
ン
ス
は
金
具
で
壁
や
柱
な
ど

　
　
に
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
▽
出
入
り
口
に
は
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
寝
室
に
は
倒
れ
る
危
険
が
あ
る
家
具
を

　
　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
の
か
予
想
が
困

　
難
で
す
。
家
の
中
や
周
囲
の
点
検
を
ま
ず

　
行
い
ま
し
ょ
う
。
日
頃
の
用
意
が
最
も
重

　
要
で
す
。

避難するときは・・避難するときは・・避難するときは・・・

袋・・非常用持ち出し袋
備えておこう備えておこう備えておこう備えておこう備えておこう備えておこう備えておこう
　　　　非常用持ち出し袋　　　　非常用持ち出し袋非常用持ち出し袋非常用持ち出し袋　　　　非常用持ち出し袋非常用持ち出し袋非常用持ち出し袋・・・

災
害
に
備
え
て
再
点
検
を

災
害
に
備
え
て
再
点
検
を

災
害
に
備
え
て
再
点
検
を
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▼堤防や水門が機能しないとした場合 ▼堤防や水門が機能するとした場合

津波はどうなる？津波はどうなる？津波はどうなる？

　
本
市
沿
岸
部
で
は
、
南
海
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
お
よ
そ

23
分
で
津
波
の
第
１
波
目
が
到

達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
大
津
波
高
は
、
5.1
ｍ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

慌
て
ず
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を

持
っ
て
高
い
場
所
な
ど
の
避
難

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
の
浸
水
被
害
予
想
図
は
、

研
究
の
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、

県
の
地
震
災
害
想
定
で
示
さ
れ

た
も
の
で
、
１
８
５
４
年
の
安

政
南
海
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8.4
）
ク
ラ
ス
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

南海地震の南海地震の
　　　発生メカニズム　　　発生メカニズム
南海地震の
　　　発生メカニズム

フィリピン海
プレート

日本列島

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

が
日
本
列
島
の
下
に
も
ぐ

り
込
む
。

プ
レ
ー
ト
が
も
ぐ
り
込
む

時
、
日
本
列
島
を
引
き
ず

り
込
み
、
プ
レ
ー
ト
の

ひ
ず
み
が
蓄
積
さ
れ
る
。

ひ
ず
み
が
蓄
積
さ
れ
限
界

に
達
し
た
時
、
プ
レ
ー
ト

が
は
ね
上
が
り
、
地
震
が

起
き
る
。

　
高
知
県
沖
を
震
源
域
と
す
る
南
海
地
震
や
、

三
重
県
熊
野
灘
を
震
源
域
と
す
る
東
南
海
地

震
な
ど
は
、
「
海
溝
型
地
震
」
と
呼
ば
れ
、

地
球
を
覆
っ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
の
動
き
に
よ

っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
る
は
ね
上
が
り
に
よ

っ
て
、
室
戸
岬
、
足
摺
岬
な
ど
で
は
２
ｍ
程

度
の
隆
起
、
県
中
央
部
あ
た
り
で
は
、
１
ｍ

程
度
の
地
盤
沈
下
が
起
こ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
②③

津波発生

国道55号線

物部川

高知空港

物部川

高知空港

国道55号線
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※お問い合わせは、総務課総務管理係（�８８０－６５５１）まで

避難場所名 電　話

錦 城 公 園

峰 寺

里 保 育 所

琴 平 山

十 市 保 育 所

十 市 小 学 校

高齢者多世代交流プラザ

稲 生 保 育 所

稲 生 小 学 校

三 和 小 学 校

大 湊 保 育 所

大 湊 小 学 校

前 浜 公 民 館

伊 都 多 神 社

スポーツセンター

あけぼの保育所

日 章 小 学 校

香 南 中 学 校

大 篠 保 育 園

865ー8801

865ー5011

865ー2188

865ー8207

865ー8246

865ー1200

865ー8338

865ー8554

865ー8238

865ー3070

865ー8015

864ー2701

864ー2726

864ー2722

863ー2482

避難場所名 電　話

864ー0623

863ー2250明 見 保 育 所

864ー2374大 篠 小 学 校

863ー2460香 長 中 学 校

863ー2188県立東工業高校

明見部落公民館

863ー3957大 篠 公 民 館

中 央 公 民 館

市 民 体 育 館

864ー2219後免野田小学校

863ー3155県立農業高校

864ー2880後免町公民館

864ー1540野 田 公 民 館

863ー4559長岡西部体育館

862ー0700国 府 保 育 所

862ー0024国 府 小 学 校

864ー2927長岡西部保育所

864ー2309長 岡 小 学 校

864ー2678鳶ヶ池中学校

長岡東部保育所 864ー2357

862ー2831国 府 公 民 館

避難場所名 電　話

県立岡豊高校

久礼田保育所

久礼田小学校

久礼田体育館

たちばな幼稚園

白木谷小学校

奈 路 小 学 校

黒滝自然館せいらん

北 陵 中 学 校 862ー0280

863ー1313

862ー0120

862ー0122

862ー1772

862ー1212

862ー0932

862ー0161

862ー0858
奈 路 公 民 館

　本年度も、自主防災会組織の結成を進めます。
この組織は、「自分の身は自分で守る、自分た
ちの町は自分たちで守る」という観点から、風
水害はもとより、今後起こりうる巨大地震など
の災害に備えて、近隣あるいは地域で助け合う
「災害に強い町づくり」を目指すものです。
　市では、現在までに42組織が結成され、地域
の町内会単位で自主的な訓練や講習会などを行
い、防災に対する意識を高めています。
　組織を新設する場合、また、既存の組織の活
動活性化にも補助金が出ます。
　あなたの地域でも、自主防災組織を発足させ
安心できる暮らしを築きましょう。

自主防災組織の
結成にご理解と
ご協力を！

津波はどうなる？

南海地震の
　　　発生メカニズム

■とき
　６月７日(土) 正午（小雨決行）
■ところ／物部川橋下河川敷
■内容
　①防災訓練
　 �消火訓練、救急救出訓練、救護訓練など
　②体験コーナー
　 �人工呼吸体験、非常通報体験、煙体験など
＊多くの皆さんの参加をお待ちしています。

広広報報ななんんここくく６６月月号号 5



広広報報ななんんここくく６６月月号号6

※お問い合わせは、総務課総務係（�８８０ー６５５１）まで�
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に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
育
て
に

お
い
て
、
服
装
や
持
ち
物
な
ど
で
、

男
子
は
黒
（
青
）
、
女
子
は
赤
（
ピ

ン
ク
）
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な

色
に
よ
る
男
女
の

区
別
、
女
の
子
は

「
女
の
子
ら
し
く

・
や
さ
し
く
」
、

男
の
子
は
「
男
の

子
ら
し
く
・
強
く
」
と
い
っ
た
事
を

求
め
た
り
、
女
の
子
は
家
事
を
手
伝

う
の
が
当
た
り
前
な
ど
…
。

　
こ
の
よ
う
な
意
識
が
、
し
つ
け
や

教
育
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ら
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が
世
代
を

こ
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
私
た
ち
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ

れ
ず
、
「
自
分
ら
し
さ
」
と
い
う
個

性
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
女
性
も
男
性
も
固
定
的
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
意
識
に
と
ら
わ
れ
た
社
会
か
ら

自
由
に
な
る
社
会
＝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

フ
リ
ー
社
会
を
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
21
世
紀
の

重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
」
へ
の
第
一
歩

に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
関
西
方
面
に
行
っ
た
際
、

ト
イ
レ
の
表
示
に
納
得
し
た
り
戸
惑

っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
自
分
を

発
見
し
ま
し
た
。
観
光
施
設
の
ト
イ

レ
表
示
が
、
男
女
用
と
も
同
色
（
青

色
）
・
同
デ
ザ
イ
ン
で
表
示
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
こ
れ
を
目
の
あ
た
り

に
し
た
時
、
少
し
戸
惑
い
を
感
じ
て

し
ま
っ
た
自
分
の
意
識
に
気
づ
き
、

わ
が
心
の
中
に
す
り
込
ま
れ
て
い
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
意
識
」
を
反
省
し

た
こ
と
で
し
た
。

　
暮
ら
し
の
中
で
、
よ
く
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
と
い
う
こ
と
ば
を
見
聞
き
し

ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
男
女
の
区

別
で
は
な
く
て
、
人
間
の
歴
史
の
中

で
作
り
出
さ
れ
て
き
た
文
化
、
い
わ

ゆ
る
「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
、

「
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
っ

た
社
会
的
枠
づ
け
を
意
味
し
ま
す
。

例
え
ば
、
服
装
・
言
葉
づ
か
い
・
ふ

る
ま
い
・
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
役

割
な
ど
の
性
差
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
視
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
性
別

に
よ
り
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

あ
り
、
そ
し
て
不
必
要
な
区
別
を
く

り
返
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
が
当
た
り
前
で
自
然
な
ん
だ
と
無

意
識
の
う
ち
に
思
っ
て
し
ま
う
よ
う

者
の
法
定
内
施
設
と
し
て
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
菓
子
の
箱
折
り
な
ど
室
内
作
業

を
中
心
と
し
て
行
う
か
た
わ
ら
、

市
内
小
中
学
校
な
ど
の
実
習
も
受

け
入
れ
、
福
祉
教
育
の
拠
点
と
し

て
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
法
定
外
の
知
的
障
害
者
施
設
と

し
て
は
、
元
町
に
平
成
15
年
４
月

１
日
に
新
し
く
開
所
し
た
障
害
者

小
規
模
作
業
所
「
き
て
み
い
や
」

が
あ
り
ま
す
。「
分
場
な
ん
こ
く
」

の
利
用
待
機
者
が
増
え
た
こ
と
や
、

南
国
市
に
も
う
１
カ
所
、
知
的
障

害
者
が
通
え
る
施
設
が
ほ
し
い
と

の
保
護
者
な
ど
の
要
望
に
よ
り
開

所
し
ま
し
た
。

　
「
き
て
み
い
や
」
を
運
営
す
る

の
は
特
定
非
営
利
法
人（
申
請
中
）

「
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ん
こ

く
」
で
、
作
業
所
の
運
営
だ
け
で

は
な
く
、
在
宅
障
害
者
の
相
談
や

在
宅
障
害
児
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
機
能
の
充
実
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
障
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

設
と
し
て
、

　
　
久
礼
田
に
知
的
障
害
者
通
所

久久

授
産
施
設
「
香
南
く
ろ
し
お
園
分

場
な
ん
こ
く
」
が
あ
り
ま
す
。

「
分
場
な
ん
こ
く
」
は
、
昭
和
63

年
４
月
、
南
国
市
内
の
障
害
者
の

家
族
を
中
心
と
し
て
、
「
南
国
市

　
に
障
害
者
の
共
同
作
業
所
を
作

　
る
会
」
が
発
足
し
、
平
成
元
年

　
か
ら
は
「
な
ん
こ
く
共
同
作
業

　
所
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

　
た
。
そ
の
後
、
共
同
作
業
へ
の

　
通
所
者
の
増
加
に
よ
り
手
狭
と

　
な
っ
た
作
業
所
の
改
築
と
、
運

　
営
の
安
定
化
な
ど
か
ら
、
平
成

　
９
年
７
月
、
国
及
び
南
国
市
の

　
建
築
補
助
を
受
け
る
と
と
も
に
、

多
く
の
方
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
施

設
の
整
備
を
行
い
、
社
会
福
祉
法

人
高
知
県
知
的
障
害
者
育
成
会
が

運
営
す
る
定
員
19
名
の
知
的
障
害
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地元住民組織、�
中谷川にツガニを放流！中谷川にツガニを放流！�
地元住民組織、�
中谷川にツガニを放流！�

散
歩
に
い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

４月11日

「タマリン館」（立田）は、平成10年、交通
事故に遭い26歳の若さで亡くなった漫画家の
「タマリン」（本名・玉造義郎、駅前町）さん
が描いた著名人の似顔絵など数多くの遺作を
展示し、無料で公開しています。
「タマリン館」を建設したご両親（玉造義

隆・久美さん）は、「熱心に似顔絵の練習をし
ていた息子の姿が目に焼き付き、忘れること
ができない。息子の生きた証として作品を常
設展示し、命の大切さを訴え続けたい」と話
しています。

※お問い合わせは
タマリン館（�８０４ー６５１１）まで

行って、観ませんか�
　　　　「タマリン館」!!
行って、観ませんか�
　　　　「タマリン館」!!

４月17日

チーム医療の大切さを実感！チーム医療の大切さを実感！�チーム医療の大切さを実感！チーム医療の大切さを実感！�
市消防署では、高知医科大学医学部医学科５

回生を対象に「救急自動車同乗研修」が行われ
ています。出動する救急車に実際に同乗し、救
急医療の現場を知ってもらおうというもので
す。
実習した山之井智子さんは、「患者さんを迅

速かつ安全に搬送するために、救急救命士と病
院の連携が大切だと知りました。ふだんの授業
では得られない体験をすることができました」
と述べていました。

中谷、上倉の両集落の住民でつくる「国分川
の源流を守り育てる会」（西川豊範会長）が、
約3,000匹のツガニの稚ガニを放流しました。
同地区の谷川には、かつてはたくさんのツガ

ニが生息していましたが、河川環境変化の影響
を受けて、ほとんど見ることができなくなって
います。
会員の皆さんは、「中谷川にもう一度ツガニ

の姿を！」と谷川の環境を整え、食べられる大
きさに成長する３年後の下りガニの復活を楽し
みにしています。

５月１日
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▲４／28 南国市連合婦人会定期
総会　　　　　　　　（市役所）

▲４／23 フレンド幼稚園児が郵
便局員とポストの清掃を行いま
した。 （市役所）

▲４／21 平成15年度更正保護婦
人会総会　　　　　　（市役所）

▲５／３ 第９回ゴールデンウィ
ークウエルカムサービス

（道の駅南国風良里）

４
月
か
ら
南
国
市
民
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

４月８日

▲４／23 南国市食生活改善推進
協議会総会　

（保健福祉センター）

行政相談員に感謝状！�行政相談員に感謝状！�

▲４／25 三和地区ふれあい弁当
10周年記念会

（三和地区公民館）

▲４／18～20 高知盆友会春季盆
栽展　　　（サンシャイン南国）

▲５／７ 新任民生児童委員委嘱
状交付式　　　　　　（市役所）

南国市では、国の委嘱を受けた２名の
行政相談員さんが、国や市などへの市民
からの苦情や要望の身近な受付窓口とし
て、社会福祉センターなどで、相談に応
じています。
昭和59年以来、長年にわたり行政相談

員をつとめられた田中隆夫さん（浜改田）
に、総務大臣から感謝状が授与されまし
た。

▲５／９ 市役所正面玄関をきれ　
いな花で飾ろうと、高知農業高　
校園芸科２年生がベゴニアのプ
ランターを設置しました。

（市役所）
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■締め切り／平成15年６月16日(月) 必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第372回親子クイズの答えは、
「タナダデタウエ（棚田で田植え）」でした。

★応募総数／59通 ★正 解 率／93％

【第372回当選者】
川西　恵理さん（大埇甲）

澤村　美香さん（緑ヶ丘）
浜田　寿和さん（明　見）
百田里都子さん（十　市）
西岡千枝子さん（駅前町）

373

ス�

コ�

ナ�

ン�

ウ�マ�

リ�
タ�
ダ�
ク�

マ�
ス�

ト�

ミ�
ア�
�

キ�

シ�

コ� デ�エ�

372回解答�

５
月
号
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
は
大
分
悩
み
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
は
頭
の
体
操
で
大
変
良
い
で
す
ね
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 黒黒滝滝川川のの清清流流にに生生ええてていいるる
食食用用藻藻のの一一種種。。「「AA BB CC DD」」

タタテテタタテテ ①柱のキズは「○○くらべ」。

②馬より体が小さく、耳が
長い動物。

③土佐の有名な酒場のゲーム。
④文章の○○、脱字には気を付けよう。

⑤夏の味覚の食物。浜辺で○○○割り。

� 「那須の与一」では扇が○○に。

⑦十市にある大きな○○のハスが有名。

⑩ドロメ漁のこと。○○ス漁ともいいます。

ヨヨココヨヨココ ②中国の本で、孔子と弟子との問答を書いたも　　
の。○○○読みの○○○知らず。

③茶わんと○○。
④釣りのえさにするもの。

⑤労働者の集団行の一種。○○ライキ。

⑧こころざし。○○が強い。

⑪終わりのこと。
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��

�� ����

�� ��

Ｃ�

Ａ�

Ｄ� Ｂ�

��
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　　　第1号被保険者65歳以上の方の基準額が�
　　１カ月4,500円に決まりました。�
　平成15年度～17年度の南国市介護保険事業計画�
とその実施に伴う保険料の見直しを検討した結果、�
○市の今後の高齢化の進行に伴い、介護の必要な�
　高齢者が増加すること�
○介護サービス利用者の増加が見込まれること�
○必要なサービスの提供ができるための、在宅、�
　施設サービスの整備の充実が必要�
などにより、保険料の上げ幅が大きくならざるを�
得なくなりました。�
　ご理解とご協力をお願いします。�

　市では､独自で平成15年度からの保険料の減免�
措置を実施することになりました。�
■減免の対象者�
　下表第2段階に賦課される方で、市条例及び生�
　活困窮者減免取扱要領の要件に該当する方�
■減免の内容�
　第2段階基準額×0.75を第1段階基準額×0.5に�
　減額（月額4,500円→3,375円）になります。�
◎詳しくは、7月10日前後に、平成15年度介護保�
険料決定通知書と同時にお知らせします。�

平成15年度～17年度�
南国市介護保険料が変わります�
平成15年度～17年度�
南国市介護保険料が変わります�

低所得者層に対する�
保険料減免対策の実施について�
低所得者層に対する�
保険料減免対策の実施について�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険の制度や、利用の仕方、保険料などへのご理解と�
ご協力をお願いするため、説明会に出向きます。各地区、小部落、老人クラブ、サークルなど少人数で�
も結構です。お気軽にご連絡下さい。�

　※お問合せは、保健課高齢者介護保険係（�８８０－６５５６）まで�

区　　分�

軽
減�

基
準�

割
増�

負担割合� 月額� 月額�年額�
（12カ月分）�

基準額�
 ×0.5

基準額�
 ×1.25

基準額�
 ×0.75

基準額�
 ×1.5

基準額�

①老齢福祉年金受給者で�
　市民税世帯非課税者�
②生活保護者�
世帯全員が市民税非課税者�
（第１段階該当者を除く）�

平成12年度～14年度� 平成15年度～17年度�

市民税本人非課税者�
（1、2段階該当者を除く）�
市民税非課税者のうち�
合計所得金額200万円未満の者�
市民税非課税者のうち�
合計所得金額200万円以上の者�

1,681円�

2,521円�

3,361円�

4,202円�

5,042円�

20,170円�

30,250円�

40,340円�

50,420円�

60,500円�

2,250円�

3,375円�

4,500円�

5,625円�

6,750円�

27,000円�

40,500円�

54,000円�

67,500円�

81,000円�

年額�
（12カ月分）�

段階�
第1

段階�
第2

段階�
第3

段階�
第4

段階�
第5

介護保険制度の説明に出向きます介護保険制度の説明に出向きます�

■第１号被保険者（65歳以上）の所得段階別保険料表�
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区　分�

研修ホール�

和　室�

１時間につき�
１室１時間につき�

１室１時間につき�

１室１時間につき�

宿泊研修の場合１人１泊�
（午後３時から翌日の午�
前10時まで）につき�

宿泊研修の場合１人１泊�
（午後３時から翌日の午�
前10時まで）につき�

キャンピング�
ボックス�

冷暖房�
（和室）�宿泊研修の場合�

単　　位�
小学生未満�小・中学生� その他�

料　　　金�

無　料�

100円�
200円�
200円�

100円�

2,000円�

100円�

100円�

1,000円�

1,000円�

50円�

50円�

500円�

和室使用料に含む�
※申込先・お問い合わせは、�
　農林課農林振興係（�８８０ー６５５９）まで�
　（施設では直接受付はしません）�

■ 職種／介護認定訪問調査員（１名）�
■ 応募資格�
　南国市に通勤可能な方。（准）看護師・�
保健師・理学療法士・社会福祉士・介護福�
祉士・作業療法士・介護支援専門員などの�
資格を有する方および資格取得予定の方。�
■ 勤務内容�
　施設や在宅の高齢者を訪問し、心身の状�
　況などを調査する。�
■ 雇用条件�
　雇用期間／平成15年7月1日～�
　　　　　　　平成16年3月31日（更新あり）�
　賃金／173,400円（17日勤務・月額）�
■ 申込受付期間／6月19日(木) まで�
　８：30～17：15�
　（19日は午前中まで。土・日曜日を除く）�
■ 選考（面接にて）�
　とき／6月20日(金)  13：30～�
　ところ／市役所 ５階第２～第５委員会室�
■ 提出書類�
　履歴書（免許・資格などの写しを添付）�
■ 申込先�
　総務課職員係（�８８０－６５５１）まで�
■ お問合せ／保健課高齢者介護保険係�
　 （�８８０ー６５５６）まで�

35

　
妻
と
、
高
校
生
の
孫
の
３
人
暮
ら
し
で�

す
。
孫
の
成
長
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て�

い
ま
す
。�

　
趣
味
は
読
書
。
本
は
い
ろ
い
ろ
読
む
け�

れ
ど
、
中
で
も
時
代
小
説
が
好
き
で
、
神�

社
や
仏
閣
な
ど
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。�

暇
が
で
き
た
ら
、
家
族
と
史
跡
な
ど
を
巡�

る
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。�

　
南
国
市
は
、
自
然
が
多
く
住
み
や
す
い�

の
で
、
こ
の
ま
ま
発
展
し
て
も
ら
い
た
い�

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
時
に
経
験
し�

た
南
海
地
震
を
思
う
と
、
地
震
へ
の
対
策�

に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。�

�

　
突
然
の
取
材
に
驚
き
つ
つ
も
、
快
く
応�

じ
て
く
だ
さ
っ
た
藤
岡
さ
ん
。
大
き
な
相�

づ
ち
と
豪
快
な
笑
い
声
が
、
と
て
も
印
象�

的
な
方
で
し
た
。�

　
資
格
を
得
て
か
ら
約
37
年
間
、
自
営
で
美�

容
室
を
や
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
出
来
を
お�

客
さ
ん
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
な�

に
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。
お
客
さ
ん
に
も
っ�

と
喜
ん
で
も
ら
え
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
高�

い
技
術
を
身
に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
夫
と
母
と
二
人
の
息
子
、
家
族
そ
ろ
っ
て�

九
州
の
阿
蘇
の
草
千
里
に
、
山
菜
取
り
旅
行�

に
い
く
こ
と
が
夢
で
す
。
洋
裁
と
お
菓
子
づ�

く
り
が
好
き
で
、
知
人
か
ら
頼
ま
れ
て
つ
く�

る
こ
と
も
よ
く
あ
る
ん
で
す
よ
。
と
に
か
く�

や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
今
は�

青
春
を
謳
歌
し
て
い
る
気
分
で
す
。�

　
気
さ
く
で
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
た
永�

田
さ
ん
。
「
今
が
青
春
！
」
と
話
す
と
お
り
、�

仕
事
や
趣
味
の
話
に
な
る
と
若
々
し
く
輝
い�

て
い
ま
し
た
。�

永田　知さん（下末松）�
とも�

藤岡　忠義さん（前浜） 
ただよし�

お
う
か�

みみんんななのの広広場場

５
月
号
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
回
答
。「
棚
田
で
田
植
え
」
は
と
て
も
懐
か
し
い
ひ
び
き
で
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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障障
害害
者者
・・
母母
子子
・・

父父
子子
家家
庭庭
のの

皆皆
ささ
んん
へへ

特
別
障
害
者
手
当

心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
２
万
６
千
620
円

＊
施
設
入
所
や
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
場
合
、
ま
た
所
得
が

一
定
以
上
の
方
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
児
童（
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額

▼
１
級
／
月
額
５
万
１
千
100
円

▼
２
級
／
月
額
３
万
４
千
30
円

＊
障
害
児
が
施
設
入
所
の
場
合
、

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
う

ち
、
重
度
の
障
害
の
た
め
、
常
時

介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
１
万
４
千
480
円

＊
児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
、
所

得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

重
度
心
身
障
害
児療育

手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
う

ち
で
、
障
害
児
福
祉
手
当
に
該
当

し
な
い
18
歳
未
満
の
心
身
障
害
児

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
７
千
300
円

＊
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
と
障

害
児
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
18
歳
未
満
の
児
童
（
本
年
度
で

18
歳
に
達
す
る
児
童
は
年
度
末
ま

で
対
象
、
ま
た
中
度
以
上
の
障
害

を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未
満
の
児

童
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）。

■
受
給
資
格
者
（
い
ず
れ
の
場
合

も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ

る
児
童

④
父
の
生
死
が
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し

た
児
童

⑧
捨
て
子
な
ど
で
母
が
児
童
を
懐

胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で

あ
る
児
童

■
こ
ん
な
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
児
童
が

▼
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

▼
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付

が
受
け
ら
れ
る
と
き

▼
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

給
付
額
の
加
算
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き

▼
労
働
基
準
法
な
ど
の
規
定
に

よ
る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

▼
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き
、
ま
た
は
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

▼
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
も

含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る

と
き
（
父
に
重
度
の
障
害
が
　

あ
る
場
合
は
除
く
）

②
母
ま
た
は
養
育
者
が

▼
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

▼
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
（
国
民
年

金
法
に
基
づ
く
老
齢
福
祉
年

金
を
除
く
）

▼
昭
和
60
年
８
月
１
日
以
降
に
　

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

て
か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日

ま
で
に
５
年
を
経
過
し
て
も

請
求
し
な
か
っ
た
と
き

▼
事
実
婚
が
発
見
さ
れ
た
場
合

（
定
期
的
な
訪
問
な
ど
社
会
通

念
上
夫
婦
と
し
て
の
生
活
を

認
め
ら
れ
る
事
実
関
係
が
あ

る
場
合
で
、
こ
の
場
合
事
実

の
発
生
し
た
時
点
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
手
当
を
返
還
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

図
書
館
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
か
わ
い
く
な
り
ま
し
た
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

2003  JUNE

「これで、やむかしら？」�

森沢  良博（日吉町）�
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南
国
市
交
通
遺
児
手
当

交
通
事
故
（
車
・
汽
車
・
電
車

の
運
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
、

海
難
、
航
空
事
故
）
で
父
母
、
も

し
く
は
父
、
ま
た
は
母
を
失
っ
た

18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

童
を
対
象
に
市
交
通
遺
児
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
２
千
円

＊
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、
現

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。

南
国
市
母
子
父
子福祉

手
当

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
・
男
性

が
、
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
場
合
、

ま
た
両
親
を
失
っ
た
18
歳
に
達
し

た
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
１
千
円

＊
母
親
ま
た
は
父
親
、
お
よ
び
児

童
が
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内

に
在
住
し
、
現
に
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。
な

お
、
市
交
通
遺
児
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

母
子
お
よ
び
父
子
家
庭

医
療
費
の
助
成

■
助
成
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か
　

に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
配
偶
者
の
な
い
女
子
、
ま
た
は

男
子
と
児
童
と
で
構
成
さ
れ
、

前
年
度
の
所
得
税
が
非
課
税
の
　

世
帯
。

②
前
年
度
所
得
税
非
課
税
の
準
母

子
父
子
世
帯
。

■
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
、

印
鑑

＊
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

６
月
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
障
害
者
・
母
子
・
父
子
家
庭
の

皆
さ
ん
の
各
種
手
当
に
関
す
る
、

お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

児
童
手
当
の
支
給
と

現
況
届
の
提
出

■
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
は
、
児
童
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）

第
１
子
・
第
２
子
／
５
千
円

第
３
子
以
降
／
１
万
円

■
児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て
　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
６
月
30
日

(月)
ま
で

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
、
受
給
者
の
所
得
状

況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
養
育
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

も
し
、提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
手
続
　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

おお知知ららせせ

４
月
か
ら
ご
み
の
分
別
が
変
わ
り
、
ご
み
分
別
事
典
を
見
な
が
ら
奮
闘
中
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

    と　き　　講　師　　　　　　　　内     　　　容�
７月28日(月) 　吉田聖一　  地震対策―地震を知り、地震に備える－�
７月29日(火) 高木和久　  地球の測り方   �
７月30日(水)  山崎利文　  GIS実用講座（あなたのお店は儲かるのか？）�
７月31日(木) 　芝　治也　  南極越冬隊体験記－地球について考える－�
８月１日(金) 小野正順　  高知県の海岸災害－津波・高潮・海岸浸食－�

 　と　き　　講　師　　　　　　　　内     　　　容�
７月18日(金) 宮川敏春　  ハリーポッターの世界と英国の学校�
７月19日(土) 池谷江理子  イギリスと日本のジェンダーギャップを考える�
７月22日(火) 北川真人      北村沢吉～南国市の生んだ漢学者～�
７月23日(水) 谷　貞志　  インド仏教の話（無常・刹那滅の哲学）�

７月24日(木)
  西村淑子　   

熟年対象・海外旅行用のやさしい英会話
�

　　　　　　    リー・ニコルズ�
７月25日(金)　大嶋秀樹　   ニュージーランドあれこれ�
８月３日(日)　　村瀬良子　   大江健三郎の文学�
８月４日(月)　　大野三徳　   アジア世界にみる祭りと舞踊�

【科学編】�

【文化編】�

■時間�
【文化編】14：00～15：30�
【科学編】18：00～19：30�
■ところ�
【文化編】�
　市役所５階委員会室または市役�
　所４階大会議室�
【科学編】日章福祉交流センター�
■受講料／無料�
■申込締切／各開催日の１週間前�
■申込方法�
　住所・氏名・電話番号・年齢を、�
　電話かＦＡＸでお申し込みくだ�
　さい。�

�

※申込先・お問い合わせは�
　高知高専庶務課�
（�８６４ー５６０５�
　�８６４ー５６０６）まで�
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第
47
回
南
国
市
母
親
大
会

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
保
育

所
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
づ
れ

で
ど
う
ぞ
！
男
性
も
歓
迎
。

■
と
き
／
６
月
15
日
(日)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

大
篠
公
民
館
・
中
央
公
民
館

■
内
容
／
分
科
会
（
教
育
問
題
な

ど
）・
全
体
会
（
講
演
）

■
演
題
／
「
西
土
佐
の
健
康
づ
く
　

り
に
学
ぼ
う
」（
ピ
ン
、
ピ
ン
、

こ
ろ
り
と
は
？
）

■
講
師
／
中
平
貞
行
さ
ん
（
西
土

佐
村
保
健
福
祉
課
長
）

■
参
加
料
／
無
料

■
主
催

南
国
市
母
親
大
会
実
行
委
員
会

※
お
問
い
合
わ
せ
は

実
行
委
員
長
　
西
川
和
子

（
�
８
６
３
・
２
０
８
２
）ま
で

第
46
回
金
婚
夫
婦
式
典

■
と
き

９
月
１
日
(月)

午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ
／
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

■
資
格

昭
和
28
年
１
月
１
日
〜
同
年
12

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
け
を
し

て
い
る
県
内
在
住
の
ご
夫
婦

（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も
初

め
て
申
し
込
む
方
は
可
）。

■
申
込
方
法

ごご
夫夫
婦婦
のの
戸戸
籍籍
抄抄
本本
と
、
便
せ

ん
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
結
婚

記
念
日
を
明
記
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
７
月
１
日
(木)
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

�
高
知
新
聞
企
業
事
業
部
内
「
金

婚
式
」
係
（
〒
７
８
０
ー
８
６
６
６

高
知
市
本
町
３
丁
目
２
ー
15

�
８
２
５
・
４
３
２
８
）ま
で

ご
め
ん
・
な
は
り
線

開
通
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
ま
ち
こ
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
〜
い
」

昨
年
７
月
１
日
に
開
通
し
た

「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
」
の
１
周

年
に
あ
わ
せ
て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。後

免
町
駅
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
ご
め
ん
ま
ち
こ
さ
ん
」

に
ち
な
ん
で
、
お
名
前
が
「
ま
ち

こ
」の
方
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ふ
る
っ
て
お
申
込

み
下
さ
い
。

■
と
き
／
７
月
６
日
(日)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
も
ち
投
げ

午
前
11
時
45
分
・
午
後
３
時

15
分
の
２
回
実
施
（
予
定
）

■
と
こ
ろ
／
後
免
町
駅
駅
前
広
場

■
内
容
／
物
産
店
、
園
児
・
児
童

に
よ
る
催
し
、七
夕
イ
ベ
ン
ト
、

記
念
品
配
布
な
ど

■
備
考
／
商
工
会
の
駐
車
場
を
ご
　

利
用
く
だ
さ
い

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課
商
工
観
光
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
０
）ま
で

おお知知ららせせ

図
書
券
が
当
選
し
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
買
っ
て
あ
げ
た
い
な
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

日�曜� �　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間�

��

�

モヤシ　　　　椎名　誠�
罪花　　　　高樹のぶ子�
玉の輿同盟　　宇佐美游�

深尾くれない　　宇江佐真理�
光武帝（上、中）      　　　 塚本青史�
帰らざる荒野　　　佐々木譲�
往ったり来たり　　夏樹静子�

神々のプロムナード�
　　　　　　　鈴木光司�
かんたんかわいい和紙の�
お人形　　　　松村孝子�

4

5

6

10

11

12

13

17

水�

水�

木�

金�

木�

   金�

猪野吉保商店前�
10:20～10:40

王子権現神社北側�
10:45～11:05

後免野田小学校�
12:50～13:35

蒲 原 県 営 住 宅 �
10:20～10:50

医 大 蒲 原 宿 舎 �
10:55～11:15

定 林 寺 公 民 館 �
11:20～11:40

鳶 ヶ 池 中 学 校 �
13:10～13:25

里 保 育 所 �
10:20～10:40

十 市 保 育 所 �
10:30～11:00

中 澤 建 材 店 前 �
10:50～11:10

かりやストア前�
14:45～15:05

稲 生 小 学 校 �
12:50～13:30

稲 生 保 育 所 �
14:20～14:40

白 山 荘 �
13:40～14:10

香 南 中 学 校 �
13:05～13:25

久 礼 田 小 学 校 �
15:20～15:50

後免野田保育所�
10:20～10:40

市農協野田支所�
10:50～11:10

岩 村 公 民 館 �
11:15～11:35

市農協立田出張所�
14:50～15:15

あけぼの保育所�
10:20～10:40

大 湊 保 育 所 �
10:50～11:10

市農協前浜支所�
11:15～11:35

三 和 小 学 校 �
12:50～13:40

浜 改 田 公 民 館 �
14:00～14:40

大 湊 小 学 校 �
14:50～15:20

浜 窪 市 営 住 宅 �
15:30～15:50

高 知 高 専 宿 舎 �
11:10～11:30

吾 岡 保 育 園 �
10:30～10:50

南 海 学 園 �
11:00～11:20

香 長 中 学 校 �
13:00～13:20

白 銀 荘 �
14:05～14:35

おおしの保育園�
14:45～15:15

大 篠 小 学 校 �
15:35～16:25

長 岡 小 学 校 �
13:00～13:40

長 岡 農 協 �
13:50～14:10

喫茶わらべ駐車場�
14:15～14:30

長岡西部保育所�
10:20～10:40

明 見 保 育 所 �
10:15～10:35

星 神 社 前 �
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ�
14:30～15:00

ひまわり幼稚園�
15:10～15:30

医 大 中 島 宿 舎 �
15:35～15:55

北 陵 中 学 校 �
16:10～16:30

国 府 小 学 校 �
13:00～13:30

岡 豊 保 育 所 �
11:00～11:20

市農協国府支所�
10:20～10:40

白 木 谷 公 民 館 �
13:50～14:20

岡 豊 小 学 校 �
15:30～16:00

国 府 保 育 所 �
10:45～11:05

久 礼 田 保 育 所 �
10:50～11:10

市農協久礼田支所�
11:15～11:35

日 章 小 学 校 �
13:10～13:40

植 野 公 民 館 �
14:50～15:10

6／ 3

火�

火�

水�

木�

金�

火�

20

18

19

第 ２ 希 望 の 家 �
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮�
15:40～16:10

たちばな幼稚園�
13:40～14:00

奈 路 小 学 校 �
14:10～14:50

奈 路 公 民 館 �
14:55～15:25

札 場 バ ス 停 前 �
10:20～10:40

丸十園芸組合前�
10:45～11:05

阿 戸 公 民 館 �
11:10～11:30

十 市 小 学 校 �
12:50～13:50

緑 ヶ 丘 ２ 丁 目 �
14:00～14:20

県 住 十 市 団 地 �
14:25～14:55

あ と む 幼 稚 園 �
15:00～15:20

�

�

火�24
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合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
へ

一
般
住
宅
で
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

平
成
16
年
2
月
20
日
ま
で
に
合
　

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
工
事
が

確
実
に
完
了
で
き
る
方
。

■
注
意

下
水
道
な
ど
の
認
可
区
域
内
や

事
前
に
施
工
さ
れ
た
も
の
は
対
　

象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
類
（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
）
回
収

■
排
出
の
注
意
事
項

▼
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所

に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
め
ら
れ
た
分
別
や
梱
包

（
１
包
み
10
�
程
度
）
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
排
出
は
、
有有
料料
で
す
。

▼
非
合
法
な
排
出
や
不
法
投
棄

は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
回
収
日
時
な
ど
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
管
内
各
農
協
ま

た
は
、
農
林
課
（
市
古
ビ
ニ
ー
ル

等
処
理
対
策
推
進
協
議
会
事
務
局

�
８
８
０
・
６
５
５
９
）ま
で

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
人
権
の
侵
害
を
受
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
し
、
も

し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
時
は
、

相
談
相
手
と
な
っ
た
り
、
法
務
局

と
連
携
し
て
事
実
関
係
の
調
査
を

行
う
な
ど
、
人
権
救
済
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
法
務
局
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
料
・

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

（
�
８
８
０
・
６
５
７
０
）ま
で

学
童
保
育
指
導
員
募
集

た
ん
ぽ
ぽ

学
童
ク
ラ
ブ

で
は
指
導
員

を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
若
干
名

■
勤
務
場
所

日
章
小
学
校
南
舎
の
西
端
教
室

■
内
容
／
放
課
後
の
児
童
保
育

※
お
問
い
合
わ
せ
は

た
ん
ぽ
ぽ
児
童
ク
ラ
ブ
（
西
川
）

午
後
３
時
〜
６
時

（
�
０
９
０
・
８
２
８
３
・
４
７

１
５
）ま
で

傍士　功（堀ノ内）８６３ー０５３９�
竹内隆造（国　府）８６２ー０１１８�
竹村義弘（西　山）８６４ー３６２４�
野村美智（植　野）８６２ー０６５５�
北岡克彦（下　島）８６５ー１４２９�
福井博子（里改田）８６５ー１１７３�
松村佳代（篠　原）８６３ー１３００�
�田郁子（岡豊町）８６３ー４３１０�

氏名（地区名）� 電　話�

■人権擁護委員の皆さん

 

　
　
　
　
ダ
ム
越
流
の
お
知
ら
せ�

　
休
場
ダ
ム
か
ら
越
流
す
る
場
合
、
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ�

し
て
い
ま
す
（
１
分
間
吹
鳴
↓
15
秒
休
み
↓
１
分
間
吹
鳴
）
。�

　
警
報
を
聞
い
た
ら
、
川
に
い
る
方
や
、
川
に
置
か
れ
て
い�

る
物
は
、
安
全
な
場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
　
　
　
※
お
問
い
合
わ
せ
は�

　
　
　
　
四
国
電
力
�
高
知
支
店�

　
　
　
　
（
�
０
８
８
７
・
５
７
・
９
１
２
０
）
ま
で�

ヤ
ス
バ�

■とき／６月20日(金) 

　　　    10：00～15：00�
■ところ／社会福祉センター�

■とき／毎月第１・第３土曜日�
　　　    10：00～12：00�
■ところ／社会福祉センター�
※あらかじめ電話で、社会福祉協�
　議会（�８６３ー４４４４）に�
　予約してください。�

■とき／６月３日(火)・７月１日(火) 
　　　　９：00～９：30�
■ところ／市役所北側駐車場�
※お問い合わせは�
　　 生活環境課環境係�
 　　 （�８８０ー６５５７）まで�

犬・猫の引き取り�

市県民税（１期分）�

人権・行政相談�

無料法律相談�

人身事故件数�死者�負傷者�
   15年４月�
15年1～４月�

40件� ０人� 53人�
149件�２人�191人�

　　《火災》�
発生件数　 ０件�
建物　　　   ０件�
山林　　　   ０件�
その他　  　 ０件�
被害額       ０万円�

《救急》�
出動回数　 174回�
急病　  　    101回�
交通事故　    20回�
一般事故　　24回�
その他　　　21回�

（４月分）（４月分）�

県道�
南国伊野線�

奈路小�

高知自動車�道�



ワ
ン
コ
イ
ン
ス
ポ
ー
ツ

100
円
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
な

ど
、
体
力
や
好
み
に
合
わ
せ
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
毎
週
月
曜
日(
７
月
〜)

午
前
の
部
／
10
時
〜
12
時

午
後
の
部
／
１
時
半
〜
３
時
半

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
１
回
に
つ
き
100
円

＊
申
込
は
当
日
受
付
し
ま
す
。
団
　

体
で
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
財
・
ス
ポ
ー
ツ
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

平
成
15
年
度

放
送
大
学

第
２
学
期
学
生
・
大
学
院

修
士
科
目
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で
す
。

■
募
集
学
生

▼
全
科
履
修
生

（
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
）

▼
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）

▼
科
目
履
修
生

大
学
院
修
士
科
目
生

（
１
学
期
間
「
６
カ
月
」
在

学
す
る
学
生
）

■
対
象

全
科
履
修
生
…
18
歳
以
上
の
方

選
科
・
科
目
履
修
生
…
15
歳
以

上
の
方

大
学
院
修
士
科
目
生
…
18
歳
以

上
の
方

■
募
集
期
間

６
月
15
日
(日)
〜
８
月
31
日
(日)

※
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
７
８
０
ー
８
５
２
０

高
知
市
曙
町

２
ー
５
ー
１
　
高
知
大
学
内

�
８
４
３
・
４
８
６
４
）ま
で

広広報報ななんんここくく６６月月号号16

おお知知ららせせ

４
月
か
ら
ご
み
の
分
け
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
協
力
し
て
き
れ
い
な
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

※お問い合わせは�
　市民課年金係（�８８０－６５５５）�
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）�

国民年金保険料の納付期限は、翌月�
の末日です。忘れず納めましょう。�

�

�

　国民年金には20歳から60歳までの40年間�
誰もが加入し、保険料を納める義務があります。�

�

�

　市では、各種統計調査にあたる調査員とし�
て登録してくださる方を募集しています。�
　統計調査の結果は、住宅・福祉・雇用など、�
さまざまな分野で私たちの暮らしの現状をと�
らえる基礎データとなり、各種行政施策の立�
案に役立てられます。ご協力をお願いします。�

※お問い合わせは、企画課広報統計係�
　　　　　　（�８８０－６５５３）まで�
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片山、里改田�

と　　き� 地　　　　区� と　　き� 地　　　　区�

 日� 曜�
�
�
�

�

�

奈路、瓶岩、白木谷�
十市（北部）、緑ケ丘、岩村�
稲生�
久枝（開田を除く）、下島、前浜�
下咥内、物部、開田�

国分、比江、左右山、北小籠�

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉�

後免町、野田�

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）�

立田、田村�
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小篭団地�
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅�

領石、植野、久礼田、植田�
片山、里改田、浜改田�

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市�

6／2

7
6
5
4
3

9

13

12

14

18

16
17

20

19

23

25

21

28
27
26

24

木�

水�

土�

金�

木�

水�
火�
月�

土�

金�

木�
水�
火�
月�

土�
金�

木�

火�
水�

火�

金�

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�

浜改田�

浜改田�

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町�

奈路、瓶岩、領石、植野�
久礼田、植田�
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）�
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原�
国分、比江、左右山、岩村�

十市（北部）、緑ケ丘�

８区(たちばな団地・小篭団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、�
西島、古市�
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、�
白木谷、蒲原団地、蒲原住宅�
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目�
野田（西野田町１丁目）�

伊達野、大埇団地  

稲吉、西窪、新川�
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町�
稲生�
下咥内、物部、開田�

篠原、明見�

久枝（開田を除く）、下島、前浜�

久枝（開田を除く）、下島、前浜�

�
�
�

�

6／2

6

5

4
3

7

12
11

9

13
14
16
17

19

18

23
21
20

28

26
25
24

月�

月�
土�

土�
金�

木�

水�
火�
月�

土�
金�

火�

水�
火�

土�
金�

木�

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉�

領石、植野、久礼田、植田�片山、里改田�

十市（南部）�

�
�
�

7／1

5
4
3
2

月�

土�

田村�

水�
火�

月�

十市（南部）�

領石、植野、久礼田、植田�

金�
木�

7／1

4

3

木�
水�

片山、里改田、浜改田�

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）�

金�

木�
水�
火�

立田�

立田�

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

月�

火�

木�

水�

日� 曜�  地　　　　区�地　　　区�

＊ペットボトル・プラスチック容器包装類の収集ステー�
   ションは、可燃ごみを収集しているステーションです。�
�

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉�

６月２日・16日�
（第１・３月曜日）�

６月３日・17日�
（第１・３火曜日）�

６月４日・18日�
（第１・３水曜日）�

６月９日・23日�
（第２・４月曜日）�

６月10日・24日�
（第２・４火曜日）�

６月11日・25日�
（第２・４水曜日）�

７月１日・15日�
（第１・３火曜日）�

６月５日・19日�
（第１・３木曜日）�

６月６日・20日�
（第１・３金曜日）�

６月７日・21日�
（第１・３土曜日）�

６月12日・26日�
（第２・４木曜日）�

６月13日・27日�
（第２・４金曜日）�

６月14日・28日�
（第２・４土曜日）�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、�
白木谷、外山、奈路、八京、領石、�
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、�
小籠１～２丁目、８区、小篭団地�

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、�
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、�
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、�
古市、立田、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）�、岩村、下咥内�

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、�
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、�
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅�

（吉本小児科前を除く）�

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）�、浜改田、久枝、前浜、�下島、田村�
物部（下咥内を除く）、野田、後免町�
吉本小児科前�

７月３日・17日�
（第１・３木曜日）�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�
（吉本小児科前を除く）�

＊プラスチック容器包装類の収集は、ダンボール収集日と同�
　じです。ペットボトルの収集日とは異なりますのでご注意�
　ください。�

�
10
11

土�田村� 笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)金�

10
�

2

��

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、�
白木谷、外山、奈路、八京、領石、�
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、�
小籠１～２丁目、８区、小篭団地�
稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、�
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、�
大埇団地 、篠原、明見、伊達野�

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、�
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、�
古市、立田、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）�、岩村、下咥内�

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、�
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、�
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅�

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、�
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町�
（吉本小児科前を除く）�
下島、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）�、浜改田、久枝、前浜、�
物部（下咥内を除く）、野田、後免町�
吉本小児科前�

下島、田村�（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）�、浜改田、久枝、前浜、�
物部（下咥内を除く）、野田、後免町�
吉本小児科前�

おお知知ららせせ
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

ファン・ハイ・
ディン・ミンさん

（ベトナム社会主義共和国）
高知高専留学生

））） 後輩たちをよろしく！ ）））

　おかげさまで、このコ�
ーナーへの応募が大変多�
くなりました。�
　12月号まで掲載予定の�
赤ちゃんが決まっていま�
すので、募集を一時停止�
させていただきます。10�
月号から再募集します。�

「食べるのも、寝るのも大好き。�
　いたずらも大好きな僕だけど、�
　みんな仲良くしてね」�

森岡　哲木  くん　（大埇甲） �

「やんちゃになった哲木くん。�
　カゴに入っておとなしくなっ�
　ちゃった」�

平成14年５月22日生まれ�

 もりおか　   てつき�

�
川
　
湧
志  

く
ん
（
廿
　
枝
）�

よ
し
か
わ
　  

ゆ
う
し�平

成
13
年
12
月
６
日
生
ま
れ�

�

�

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 101,333台
出 102,543台　

高知空港
出発 60,697人
到着 61,627人

《４月分》
有権者 40,067人（男 18,813人・女 21,254人）

《平成15年３月２日現在》

　
は
じ
め
ま
し
て�

　
４
月
の
人
事
異
動
で
「
広�

報
な
ん
こ
く
」
編
集
担
当
に�

な
り
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
馴�

れ
な
い
作
業
に
目
を
回
し
て�

い
ま
す
。�

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
作
る�

側
に
な
っ
て
急
に
紙
面
が
身�

近
に
…
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま�

れ
る
広
報
を
目
指
し
て
が
ん�

ば
り
ま
す
　
　  

　
　
（
K
）�

あ�

と�

が�

き�

！�

！�

ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
か
ら
来
日
、
１
年
間
東
京

で
日
本
語
を
勉
強
後
、
高
知

高
専
に
来
て
３
年
目
で
す
。

技
術
大
学
１
年
の
と
き
、

留
学
試
験
に
合
格
し
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
今
は
卒
業
研

究
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
無
線

で
制
御
し
、
ス
キ
ャ
ナ
で
情

報
を
読
み
取
ら
せ
る
勉
強
を

し
て
い
ま
す
が
、
留
守
宅
の

監
視
や
様
々
な
作
業
を
す
る

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
使
え

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
学
校
は
５
、

４
、
３
制
で
義
務
教
育
は
小

学
校
５
年
間
で
す
。
高
校
は

午
前
ま
た
は
午
後
の
半
日

で
、
そ
れ
以
外
に
生
徒
た
ち

は
弱
点
補
強
や
大
学
入
試
の

た
め
に
補
習
ク
ラ
ス
に
通
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
塾
の
よ

う
な
も
の
で
費
用
も
高
く
大

変
で
す
が
、
両
親
た
ち
は
子

ど
も
を
大
学
に
行
か
せ
た
い

と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
高

校
の
授
業
だ
け
で
大
学
に
入

れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
日
本
も
同
じ
で
し
ょ
う

か
？
　
　

父
は
食
事
に
は
厳
し
く
、

昼
食
は
必
ず
家
族
４
人
で
食

べ
て
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ

ム
で
は
両
親
が
働
い
て
い
る

せ
い
か
朝
食
を
外
で
食
べ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ

ち
ら
で
も
ご
飯
を
炊
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
風
に
豚
肉
や
魚
を

煮
た
り
焼
い
た
り
、
ス
ー
プ
、

野
菜
炒
め
な
ど
自
炊
し
て
い

ま
す
。

今
春
、
高
専
に
新
し
く
３

人
の
女
子
留
学
生
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
日

本
語
や
高
知
の
生
活
に
と
て

も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
高
専
の
留

学
生
と
の
交
流
が
も
っ
と
も

っ
と
盛
ん

に
な
る
よ

う
心
か
ら

願
っ
て
い

ま
す
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,546人（＋247）外国人登録者数 251人（＋ 6）
男 24,270人（＋188） 男 138人（＋ 1）
女 26,276人（＋ 59） 女 113人（＋ 5）

世帯数 20,516世帯 （＋ 242） 登 録 国 籍 数 39カ国
（ ）内は前月比 《平成15年 4 月30日現在》

出生数　 29人〔男 17人・女 12人〕《４月分》

広
報
な
ん
こ
く

広
報
な
ん
こ
く
�
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編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会
�

事
務
局
・
企
画
課
広
報
統
計
係
�

発
行
日
・
平
成
15年

６
月
１
日
�

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
�

http://w
w
w
.city.nankoku.kochi.jp
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